
グッドキャリア企業アワード2024

イノベーション賞
厚生労働省人材開発統括官表彰

取組をはじめたきっかけと
これまでの経緯

キャリアアップ支援に本格的に取り組むことになったきっかけは、パート社員からの要望でした。
ある日、「子供の教育費などでお金がかかるため収入をアップしたいが、子育ての時間を犠
牲にしたくない」という具体的な相談がありました。この声に応えようとする中で、当社は新し
い働き方を提供する必要性を強く感じました。この要望を受け、既存の短時間勤務制度を見
直すこととし、社会保険労務士と相談の上、柔軟な運用のための変更を加えました。

具体的な取組

職業能力評価で従業員の強みを把握、個別支援を展開
職業能力評価のグラフ化により、従業員一人一人の強みや改善点を

視覚的に把握し、非正規雇用も含めたすべての雇用形態において

公平な評価を行っています。これをもとに、各人に合わせたアドバイ

スや研修、資格取得支援を提供し、能力向上を促進します。また、

仕事やキャリアに関する悩みを社内外の専門家と相談できる機会も豊

富に設け、迅速に個別の問題解決に対応できる仕組みを整備してい

ます。こうした取組により、従業員のキャリア形成を支援し、全体のス

キル向上を図っています。

取組の効果

キャリア形成支援による業務の効率化、良好な職場環境
キャリア形成支援と専門家相談の機会を通じ、従業員はキャリア意識

が高まり、積極的に目標設定や改善提案を行うようになりました。職

場環境がより率直に意見交換できる職場環境となり、業務効率やモ

チベーションが向上しました。結果として、組織全体の生産性が高まり、

より働きやすい職場が実現しています。

今後の課題と展望

従業員の成長の機会を提供し、職場の成長と発展の促進
近年、従業員から自己成長の機会やキャリア支援を求める声が増え

ており、資格取得や自己啓発のサポートが不足していることが課題と

して浮上しています。これを解決し、従業員が自らの成長に主体的

に取り組める環境を整えるため、自己啓発資金の支援制度を検討し

ています。この支援により、従業員のスキル向上を促進し、全体的な

職場の成長を目指します。

▲共に学び、知識とスキルを共有

Q1 自身のキャリアを考えるきっかけ
（制度・出来事など）とは？

A1 仕事と子育ての両立を考えながらパートで働いてきました
が、子供が成長し働ける時間が少し増えてきたと感じていた
頃、会社から短時間正社員制度の導入について話を聞き、
関心を持ちました。

A1 社内でスキルマップシートを用いて自己分析を行い、その
結果から自分に不足しているスキルの分野が明確になったこ
とがキャリアを見直すきっかけになりました。

Q2 その後、取り組まれたことや 
起こった変化とは？

A2 会社から短時間正社員制度の導入について説明を受け、 
私の意見も取り入れていただき、現在の制度で働くことにな
りました。子供たちも手伝ってくれることが増え、充実した
日々を送っています。

A2 苦手な試験業務や書類作成に重点的に取り組むことで、 
自分の総合スキルが向上し、お客様に試験方法や内容をわ
かりやすく具体的に伝えられるようになりました。

Q3 築いたスキルを今後どう活かし
ていくか、または将来ありたい
姿とは？

A3 パートの時から働きやすい環境のおかげで今まで働くことが
できたので、報告書の作成の理解が進み、作成ができる種
類も増えました。経理の仕事も携わりだしたのでいち早く覚
えてお世話になった上司の力になりたいです。

A3 さらなるスキルアップを通じて、お客様の多様な要望に応え
られる【土のお医者さん】として、より信頼される存在とし
て活躍できるよう、日々努力していきたいです。

社員の声
業務部
河島  麻美

業務部
鈴木  広樹

職業能力評価を通じて従業員の強みと改善点を的確に把握し、
個別にカスタマイズされたキャリア支援を展開

［ 経営者からのメッセージ ］
 当社は、男女を問わず全社員が成
長できる環境整備を重要課題とし、
働きがいとスキルアップを支援してい
ます。社員の成長は企業の成長に
直結するため、今後も安心して誇り
を持って働ける職場づくりに取り組ん
でいきます。

企業概要
事業概要： 地質調査業務・環境試験委託
業　　種：技術サービス業
所 在 地：愛知県岡崎市

従業員数： 15 人（男性 7 人 / 女性 8 人、
うち非正規雇用 4人）

平均年齢：51.4 歳
創 業 年：1991 年

キャリア形成支援担当者紹介

キャリア形成支援の取組をして良かったこと
 育児中の女性社員が柔軟な働き方でキャリアを
築ける環境を整え、成長を支援できた。

キャリア形成支援の取組で苦労したこと
勤務体制の柔軟化に向けて、法的な調整や社
内の制度変更に時間と労力がかかった。

評価の
ポイント

取締役社長
加茂  浩 総務部

内山  えりこ
担当年数：1年

総務部  取締役副社長
朝倉  薫
担当年数：5年

株式会社岡崎土質試験所
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大賞
厚生労働大臣表彰

株式会社関西鳶の
具体的な3つの取組

取組をはじめたきっかけと
これまでの経緯

法人設立前の個人事業主時代の 10 数年前は組織として全く機能しておらず、それが離職
率の高さや作業効率の悪化による利益率の低下につながっておりました。そこで、従業員一
人一人が高い志を持って業務に取り組むことで屈強な内部統制を築くことができると考えまし
た。そこから、法人成立のタイミングで、『想いやりから安心で“安全”を』の企業理念とともに、
全社員が働きやすい環境の実現と離職ゼロの達成に挑戦してきました。

01  
社員全員に “経営者意識 ”を持たせる未来会議の実施
弊社では毎月未来会議というものを実施し、役員と全従業員とで自社の最新

の業績をすべて共有します。大きな特徴としては、売上はもちろんのこと経費

についても顧問税理士から提供される月次試算表をもとにすべて共有します。

そのうえで、キャリアや年齢に関係なく全員が自社の業績を把握し、コスト意識

を強く持つことを心がけています。また、未来会議では、経営者と従業員のコミュ

ニケーションを積極的にはかることも強く意識しており、組織が良い方向に進む

ように自由闊達な意見が飛び交うような土壌ができております。会議では全員

が必ず発言できる機会を設けて、どんな意見であっても全員で真剣に議論し

て個々の意思と自主性を尊重しています。

▲会議写真

02  
10年先の “未来 ”を見据えたキャリア形成をサポート
弊社の主力である鳶工事は体力仕事であり、定年まで現場

の第一線で働き続けられるわけでは決してありません。そこ

で弊社では、社員が現場の第一線で活躍できる若い頃から、

将来を見据えて積極的に多種多様な研修を受けることができ

る機会を設けたり、技術系をはじめとする様々な資格取得の

ためのサポートを全社をあげて行っております。また、現場を

退いた後にスムーズに管理職側に移行できるように経営計画

の策定や経営者育成のための研修等も積極的に受講するよ

う促しています。常に未来を意識した行動を個々の従業員に

責任をもって取ってもらうことで、それぞれが掲げた “夢や目

標の達成のための道標”となるように支援しております。

03  
個々の強みを適正評価、年齢や国籍の壁を越えた組織へ
弊社では管理職側と従業員側で積極的に面談を行っており

ます。弊社では大きく現場作業を中心に行う部門と資材置き

場等での場内作業を行う部門にわかれております。管理職

側が一方的に割り振るのではなく、個々の能力やスキルを見

極めた上で、各々の希望も確認して役割を決めていっており

ます。場合によっては部門間の異動もフレキシブルに行ってお

ります。また、個々の能力やスキルを客観的かつ適正に評価

し、年齢や国籍に関係なく昇給や昇格が可能な環境を整備

するとともに、障がいを持っている社員でも働きやすい職場づ

くりを推進しております。

全員経営で最大限の顧客満足を実現するというビジョンを掲げ、
全員参加の未来会議等で経営者の思いを従業員全員が共有し、
企業成長の最重要ミッションとしてキャリア支援を実施

［ 経営者からのメッセージ ］
 このような素晴らしい賞を頂きまし
て、心から感謝を申し上げるとともに
身が引き締まる思いです。今後も社
員さん達と共に成長し全社員さんが
誇りに想える関西鳶にして参ります。 
そして建設業界全体に良い影響を
与えていけるように努めていきたいと
思います。

企業概要
事業概要： 建設業
業　　種：職別工事業
所 在 地：奈良県磯城郡

従業員数： 27 人（男性 26 人 / 女性 1 人　
うち非正規雇用 0人）

平均年齢：29 歳
創 業 年：1988 年

キャリア形成支援担当者紹介

キャリア形成支援の取組をして良かったこと
 毎年、一人一人の成長が実感できることです。また自
らの成長だけではなく、部下の指導や教育にも熱心に
関わってくれることです。

キャリア形成支援の取組で苦労したこと
まずは3Kと言われる建設業で、新卒採用に取り組むこ
とに苦労しました。また、危険な仕事でもあるため、キャ
リア形成支援にあたりご家族の理解を得ることです。

評価の
ポイント

代表取締役
酒井  雄生

管理部  取締役
岡本  芳樹
担当年数：7年

工事部  取締役
西井  弘之
担当年数：15年

株式会社関西鳶
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審査委員

藤村  博之

独立行政法人労働政策研究・研修機構
理事長

坂爪  洋美

法政大学
キャリアデザイン学部
教授

島村  泰子

キャリア・エンパシー代表
法政大学
キャリアデザイン学部　兼任講師

廣石  忠司

専修大学経営学部
教授

山内  麻理

国際教養大学
国際教養学部　客員教授

馬場  洋介

日本キャリア・カウンセリング学会 会長
帝京平成大学大学院臨床心理学研究科長　教授

審査委員長

「グッドキャリア企業アワード」の趣旨･背景について

産業構造の変化、グローバル化等が進展する中で、我が国の経済が競争力を高め、引き続き成長を遂げていくため
には、変化する経済社会に自律的に対応できる人材を育成していくことが必要です。また、労働力人口の減少、少子高
齢化が進む中で、誰もが意欲と能力に応じて働くことのできる社会を実現していくためには、働く人一人一人の能力を
高め、生産性を高めていくことが不可欠です。
そのためには、キャリア実現の場である各企業において、事業主自身が経営上の課題に即して、従業員の自律的な

キャリア形成・能力開発を促進する仕組みを設け、多様なキャリアパスを設定の上、実効性ある支援を計画的に実施
することが重要です。
厚生労働省は、こうした観点から、従業員の自律的なキャリア形成支援について他の模範となる取組を行っている

企業等を表彰し、その理念や取組内容、具体の効果等を広く発信、普及することにより、キャリア形成支援の重要性を
社会に広め、定着を期すことを目的に、グッドキャリア企業アワードを実施しています。

「グッドキャリア」とは

「グッドキャリア企業アワード」における「グッドキャリア」とは、
・各企業における経営上の課題等に対応し、また、変化する経済社会の方向性を踏まえて、
・従業員が自らのキャリアビジョンを明らかにし、その実現を図るため、
・自律的・継続的に自らのキャリア形成に取り組んでいる状態をいいます。
具体的な「グッドキャリア」の在り方については、各企業の経営理念などに応じ、企業ごとに多様に設定されうるもの

ですが、企業が、「当社におけるグッドキャリアとは」という理念や具体の方針を明確化し、かつ、従業員がそれを理解
の上でグッドキャリアを実現するために自律的にキャリア形成の取組を行い、企業もこれを支援する、といった好循環が
生まれることが重要です。
この実現に向けて、従業員が自らのキャリアビジョンについて考える機会の設定や、人事・教育訓練制度の充実な

どの取組を積極的に推進している企業を「グッドキャリア企業」と呼んでいます。
「グッドキャリア企業アワード」は、グッドキャリア企業と認められる企業の中でも、特に他の模範となる先駆的取組を
行っている企業を表彰するものです。

審査総評

今年度は、94 社から応募があり、従業員のキャリア開発への取組
がさらに進んでいることがうかがわれる内容であった。応募書類の
内容も自社の活動の特徴が的確に表現されているものが多く、他社
の参考になるものが豊富にあった。
今年度の特徴は、従業員に寄り添う取組が多かったことである。

「キャリア開発に取り組もう」とか「キャリアの自己管理が大切だ」と
スローガンを掲げても、従業員にしてみれば何にどう取り組めば良い
のかわからないというのが正直なところである。そういった悩みに
真摯に向き合い、従業員目線で仕組みをつくっている企業が数多く
見られた。
キャリア開発において重要な役割を担うのは第一線の管理職で

ある。1on1ミーティングによって、日々 一緒に働いている管理職がキャ
リア開発の相談にのることを大切にしている企業が多かった。また、
キャリア相談を充実させ、直属の管理職とは異なった目線で助言を
受けられることの重要性も強調されていた。

自分のキャリアを自分で管理する上で、挑戦することは不可欠の
要素である。企業の人事異動にしたがって複数の業務を経験するこ
との意味は小さくないが、それだけでは不十分である。自分の頭で考
えて新しい業務に手をあげて移っていくこともあっていいはずである。
しかし、そこには躊躇がある。失敗したらどうなるのだろうと考えるの
が普通である。その怖さを乗り越えて一歩踏み出すには、会社として
そういった行動を支援する仕組みが必要である。従業員の挑戦を促進
することを制度化している企業もあった。
キャリア開発において、自ら学ぶことの重要性はとても大きい。自己

啓発を支援する仕組みを提供している会社は多いが、そういった制度
が実際にどれだけ使われているかというと、企業側が期待するほど
ではないというのが実状である。自らの意思で学ぶことを促進する
取組も今回の応募企業の中に見られた。
キャリア開発は、さまざまな側面から考えて実行することが有効で

ある。それぞれの企業に合った方法を組み合わせて展開することを
期待したい。

審査委員長　藤村  博之

個人の成長を支援するさまざまな取組

グッドキャリア企業 アワード 2024
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Good Career Company Award 2024「人」を育
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桜通桜通口桜通口

名古屋駅名古屋駅

大名古屋
ビルヂング
大名古屋
ビルヂング

名古屋
国際センター
名古屋

国際センター

名古屋駅

歩
徒7分

地下街
ユニモール

番出口
すぐ14

名古屋三交ビル2F
※入り口は桜通り側になります。

国際
センター駅

歩
徒1分
（地下通路直結）

14

国際センター駅国際センター駅

開会
厚生労働省挨拶
基調講演　「組織に求められるこれからのキャリア形成支援」
　　　　　  廣石　忠司 氏 （専修大学経営学部　教授）
休憩
パネルディスカッション　「グッドキャリア企業における意識改革の取組」

総括　廣石　忠司 氏 （専修大学経営学部　教授）
閉会

学校法人 大原学園　
厚生労働省 令和6年度グッドキャリア企業の魅力発信事業
（受託事業者 学校法人大原学園）

グッドキャリア企業アワード2024 事務局
お申込み先 お問い合わせ先

企業向けセミナー
会場・ライブ配信同時開催会場・ライブ配信同時開催

プログラム

人事労務ご担当者・経営者の方々、
キャリア形成支援に取り組んでいる方々　

参加
対象

会場70名、ライブ配信300名定員開催
日時 14：00～16：30

（※開場13：30） 
2025年2月4日火

14:00-14:02

14:02-14:07

14:07-14:37

14:37-14:45

14:45-16:25

16:25-16:30

16:30

参加無料
事前申込制
先着順

会場 ツドイコ貸会議室（ツドイコ名駅東 Room C）
愛知県名古屋市中村区名駅3-21-7　名古屋三交ビル2F

● 名古屋駅徒歩7分　● 地下街ユニモール14番出口すぐ
● 名古屋市営地下鉄桜通線国際センター駅徒歩1分
※ 地下１階で国際センター駅とエレベータ設置によるバリアフリー接続

Access

MapMap

■ コーディネーター 廣石　忠司 氏 （専修大学経営学部　教授）
■ パネリスト  釘本　健太郎 氏 （キヤノンマーケティングジャパン株式会社　

キャリアデザイン支援室室長（人事部長兼務））
　 長井　映樹 氏 （株式会社就労センター　代表取締役）
　 杉浦　秋彦 氏 （株式会社デンソー　人事企画部 担当係長）
　

定  員：370名（会場70名、ライブ配信300名）／事前申込制、先着順
定員になり次第、締め切らせていただきます。

下記フォームからお申込みください。 ※申込期限：2月2日
https://forms.office.com/r/juYGCX2n3j

career-award@mail.o-hara.ac.jp

グッドキャリア企業
アワード 2024

Good Career Company Award 2024

グッドキャリア企業アワード　公式サイト https://www.mhlw.go.jp/career-award/

　 

会場にご来場いただいた方には、

受賞企業のキャリア形成支援の取組を紹介した
「好事例集」冊子をプレゼント

※ライブ配信参加の場合
　上記冊子の特典はございません。

2408325　2024 グッドキャリア企業アワード _企業向けセミナーチラシ


